
政策の柱Ⅱ　それぞれの地域で安全・安心な生活ができる島根の国造り

いつでもどこでも安心して受けられる医療の確保

目標値(平成19年度） 現状値

　身近な地域で、安心して必要な医療サービスを受けられる状況をみる指標です。

　　① 入院の自圏域内完結率

　　② 「かかりつけ医」が

            いる人の割合

　　　  　①　77.0 ％

　　  　　②　64.4 ％

○島根県民がそれぞれの地域で心身ともに健康で暮らしていくためには、いつでもどこでも

　安心して質の高い医療を受けられることが不可欠です｡

○本県では、県西部を中心に無医地区、無歯科医地区が存在するなど、診療機能・医師数の

　地域的偏在が見られます。このため、安心して医療が受けられるよう医療圏域ごとの体制

　を整備し、質の高い医療の提供と医療従事者の人材確保に取り組んでいく必要があります。

  　※医療圏域     医療ｻｰﾋﾞｽを効果的に提供するため、地理的条件、交通条件、保健医療の需給状況、

　　　　　　　　　行政の区域等総合的視点から設定した圏域

○政策の目的を達成するため、次の施策を実施します。

　   Ⅱ－４－１　医療機能･施設の充実

　   Ⅱ－４－２　優れた医療従事者の確保

(平成15年度）

政　策
（Ⅱ－４）

　 県民がいつでもどこでも安心して質の高い医療を受けられるよう
 医療提供体制を整備します。

　■健康や病気のことについて気軽に相談でき、必要があれば病院を紹介してもらえる
　　ような「かかりつけ医」をもちましょう｡

目　的

成果指標と目標値

現状と課題－政策の取組方向－

80.0 ％

80.0 ％

県民のみなさんへ


